









本訳注は『富山大学人文学部紀要』第 67 号（2017 年 8 月）掲載の「『タズキラ・イ・ホージャ
ガーン』日本語訳注（7）」の続編であり，日本語訳する範囲は底本（D126 写本）の p. 200/ 











1） 佐口透『18-19 世紀東トルキスタン社会史研究』東京：吉川弘文館，1963 年，601 頁，注 162 参照。
2） 佐口透「東トルキスタン封建社会史序説：ホヂャ時代の一考察」『歴史学研究』第 134 号，1948 年，7
頁，佐口透『18-19 世紀東トルキスタン社会史研究』45 頁。
3） 小沼孝博「在京ウイグル人の供述からみた 18 世紀中葉カシュガリア社会の政治的変動」『満族史研究』

































5） Beg。Or. 9660, fol. 114a による補遺。なお，ガーズィー・ベグはヤルカンドのハーキム（都市長官ま
たは行政長官）である（本書【p. 66/ fol. 33b】「日本語訳注（3）」45 頁，【p.88/ fol. 44b】「日本語訳注（4）」
90 頁，【p. 166/ fol. 83b】「日本語訳注（7）」34 頁）。
6） išitmäk keräk。Or. 9660, fol. 114a; Or. 9662, fol. 131a による補遺。
7） Čīn。Or. 9660, fol. 114a による補遺。
8） fašīmān。Or. 9660, fol. 114a; Or. 9662, fol. 131a による補遺。
9） özläri。D126 は AVZLARYNY と綴るが，Or. 9660, fol. 114a; Or. 9662, fol. 131a の AVZLARY に
よる。
10） Sarīġ Yasāvulnï。Or. 9660, fol. 114a; Cf. Or. 9662, fol. 131a による補遺。
11） yasar。D126 は YSYR と綴るが，Or. 9660, fol. 114b の YSR による。



















12） čïqmaq birlä。D126 は čïqïšlarï と記すが，Or. 9660, fol. 114b; Or. 9662, fol. 131b による。
13） アーイシャ・ベグ（またはアーイシャ・ベギム）はニヤーズ・ベグの娘で，イスハーク派のホージャ・
ジャハーンに嫁いでいた（本書【p.164/ fol. 82b】「日本語訳注（6）」81 頁，【p. 179/ fol. 90a】「日本
語訳注（7）」44 頁）。
14） D126 は ‘Āyša Beg ham yïqïp aldï，Or. 9660, fol. 114b は‘Āyša Ḫanïmnïŋ sar-u-kārïnï tārāj 
äylädi，Or. 9662, fol. 131b は ‘Āyša Begniŋ ham öy sar-anjāmïnï aldï と記す。なお，アーイシャ・ベ
グはニヤーズ・ベグの娘で，ホージャ・ジャハーンは彼女を娶っていた（本書【p. 164/ fol. 82b】「日




16） mingäšiglik。D126 は MNKAŠLYK と綴るが，Or. 9660, fol. 114b の MNKAŠYKLYK，Or. 9662, 
fol. 131b の MYNKAŠYKLYK による。
17） yötäläglik。D126 は BVTHLYK と綴るが，Or. 9660, fol. 114b の YVTALAKLYK，Or. 9662, fol. 
131b の YVTH LK LYK による。
18） ホージャ・アブド・アッラーはホージャ・ジャハーンの弟ホージャ・ユースフの息子である（本書【pp. 





























19） hama。D126 は HM と綴るが，Or. 9660, fol. 115a; Or. 9662, fol. 132a の HMH による。
20） azwāj。D126 は AVAZ と綴るが，Or. 9660, fol. 115a; Or. 9662, fol. 132a の AZVAJ による。
21） yoq。Or. 9660, fol. 115b; Or. 9662, fol. 132b による補遺。
22） D126 は muḥibblar と記すが，Or. 9660, fol. 115b-116a; Or. 9662, fol. 133a の muḥibb ḫānadānlar
による。
23） daryāġa。Or. 9660, fol. 116a; Or. 9662, fol. 133a による補遺。
24） JRANH。読みと意味を解し得ない。甲冑の一種と思われる。
25） JRANH。読みと意味を解し得ない。
26） bir oq。D126 は YRAQ と綴るが，Or. 9660, fol. 116a; Or. 9662, fol. 133a の BRAVQ による。





















27） olfaq。D126 は AVLĠAQ と綴るが，Or. 9660, fol. 116b; Or. 9662, fol. 133b の AVLFAQ による。A
グループ写本（Turk d. 20, fol. 153a; D191, fol. 165a; ms. 3357, fol. 221a）は AVLPAĠ と綴る。olfaq を
olpaq の訛りとみなす。ラドロフの辞書によると，タランチ方言の olpak，カラ・キルギズ方言の olpok に
は「よろい，胸甲」（der Panzer）の意味がある（Wilhelm Radloff, Versuch eines Wörterbuches der Türk-
Dialecte, Mit einem Vorwort von Omeljan Pritsak, ’s-Gravenhage: Mouton & Co, 1960, vol. 1, p. 1096）。また，
クルグズ語の辞書によると，olpok は「（甲冑の代わりになったり，その上に着けられる）羊毛や綿の厚い
層のついた一種の戦闘用の外衣」である（K. K. Yudakhin, Kirgizsko-Russkii slovar’, Moskva: Sovetskaya 
Entsiklopediya, 1965, p. 566）。
28） JRANH。読みと意味を解し得ない。
29） bäldämčä< BLDMJH。なお，baldamci（<BL DM JY）という語が『五体清文鑑』にあり，「鴈翅」
と漢訳され，「鎧（よろい）の肩当ての後側近くに釘付けした三個の金具」との釈義がある（『五体清文
鑑』I，民族出版社，1957 年，1038 頁，田村實造，今西春秋，佐藤長（編纂）『五體淸文鑑譯解』上巻，
京都大学文学部内陸アジア研究所，1966 年，224 頁，No. 3921）。





























31） ġarīv。D126 は ĠRV と綴るが，Or. 9660, fol. 117b の ĠRYV による。
32） olfaq。D126 は AVLĠAQ と綴るが，Or. 9660, fol. 117b; Or. 9662, fol. 135a の AVLFAQ による。
33） olfaq。D126 は AVLĠAQ と綴るが，Or. 9660, fol. 118a の AVLFAQ による。






らず，〔ある者の父はおらず〕 37），ある者の兄はおらず，〔ある者の弟はおらず〕 38），同様に 39）エ
ルケ・ホージャムもいないのを見た。皆は哀悼して泣いた。この状況においてホージャ・アブ












34） qirbān。 D126;Or. 9660, fol. 118a は QVRBAN と綴るが，A グループ写本（Turk d. 20, fol. 155a; 
D191, fol. 167a; ms. 3357, fol. 222b）の QRBAN による。qirbān には a case for a bow の意味がある
（F. Steingass, A Comprehensive Persian-English Dictionary, London & New York: Routledge, Eighth 
Impression, 1988, p. 963）。
35） alïp。Or. 9660, fol. 118a; Or. 9662, fol. 135a による補遺。
36） juba。D126;Or. 9662, fol. 135a は JVBA，Or. 9660, fol. 118a は JBH と綴る。
37） biriniŋ atasï yoq。Or. 9660, fol. 118a による補遺。
38） biriniŋ inisi yoq。Or. 9660, fol. 118a による補遺。
39） D126 は ‘alā hāẕā と記すが，Or. 9660, fol. 118a; Or. 9662, fol. 135a の ‘alā hāẕā al-qiyās による。
40） ‘aẓīmlar。D126 は ‘ẒMLAR と綴るが，Or. 9660, fol. 118a の ‘ẒYMLAR による。「偉大な人たち」
とは王子たち（ホージャたち）を指しているのであろうか。本書後述の【p. 211】にも「偉大な人たち」
との表現があり，ホージャたちの一部を示している。
41） qïnap。D126 は QYNAQ と綴るが，Or. 9660, fol. 118b; Or. 9662, fol. 135b の QYNAB による。
42） ḫvārlïq。D126 は ḪARLYQ と綴るが，Or. 9660, fol. 118b の ḪVARLYQ による。以下，この語の
異同について注記しない。


























44） ḫašm。D126 は ḤŠM と綴るが，Or. 9660, fol. 119a; Or. 9662, fol. 136a の ḪŠM による。
45） bu ṭarīqalik ṣulḥ išini qïldïlar. Muḥammad ‘Abd Allāh Bukāvul, Šihāb al-Dīn Bukāvul, Mirzā‘Abd 
al-Wahhāb, bular Ḥaḍrat-i Ḫvāja Jahān Ḫvājamnïŋ ḥuḍūrlarïġa kirip ‘arḍ äylädilär。Or. 9660, fol. 
119a; Cf. Or. 9662, fol. 136a による補遺。
46） der erdilär。D126 は der aydïlar と記すが，Or. 9660, fol. 119a; Or. 9662, fol. 136a による。
47） bir parrān ötkü dek oq。D126 は bir parrān oq ötkü dek oq と記すが，Or. 9660, fol. 119b; Or. 9662, 
fol. 136b による。
48） közlärgä ṭūṭiyā boldï。「刺さる」の訳語は確実ではない。
49） äy bābā-yi buzurgvār。なお実際には，ホージャ・ジャハーンはホージャ・アブド・アッラーにとっ
て伯父にあたる。
50） ruḫṣat。D126 は RVḪṢT と綴るが，Or. 9660, fol. 119b; Or. 9662, fol. 136b の RḪṢT による。

























51） 原本の fol. 105 と fol. 107 の紙葉が逆に装丁されているようで，頁番号（p. 209）と紙葉の番号
（fol.107a）が誤って対応している（紙葉の番号付けの誤り）。それゆえ，頁番号のみを記す。
52） hargiz。Or. 9660, fol. 119b による補遺。
53） Bu bad-‘ahd kāfirlarnïŋ qasam-i Qurānïġa bāvar qïlġuluq emäs。Or. 9660, fol. 119b; Or. 9662, fol. 
136b による補遺。
54） Bayt. Tīġ-i kīn birlä meni yüz pāra qïlsaŋ rāḍī men, rāḍī emäs men aŋa kim šūm raqīblar ṭa‘nigä。
Or. 9662, fol. 137a; Cf. Or. 9660, fol. 119b-120a による補遺。ただし，Or. 9662 は ṭa‘nigä を T‘NYKA，
Or. 9660 は DVRYKH と綴るが，A グループ写本（Turk d. 20, fol. 156b; D191, fol. 168b; ms. 3357, 




























55） yenä bir wajhī (<YNH BR VJHY)。読みと意味は確実ではない。
56） D126 は ma‘qūllarïnï と記すが，Or. 9660, fol. 120b の ma‘qūl sözlärini により補う。
57） D126 は har と記すが，Or. 9660, fol. 121a;Or. 9662, fol. 138a の har nečük により補う。
58）ホージャ・ヤフヤーはホージャ・ジャハーンの弟ホージャ・アブド・アッラーの息子である（本書【p. 
65/ fol. 33a】「日本語訳注（3）」44 頁）。
59） qurutġalï。D126 は ḪVRVTQALY と綴るが，Or. 9660, fol. 121b; Or. 9662, fol. 138b の QVRVTĠALY
による。
60） ahl ‘iyāllarï。D126 は ahl awlādï と記すが，Or. 9662, fol. 138b による。
－ 36 － － 37 －
?????????? ??????????????????????8?
そなたたちは我々全員を集合させて殺す。我々は座視して 61）妻子を，見知らぬ者の手に捕ら



























61） qarap turup。D126 は QRALAB TVRVB と綴るが，Or. 9662, fol. 138b の QRAB TVRVB による。
62） Šihāb al-Dīn。D126 は ŠABDVN と綴るが，Or. 9660, fol. 122a; Or. 9662, fol. 139a の ŠHAB ALDYN
による。
























64） Or. 9660, fol. 122b; Or. 9662, fol. 139b は mawḍi‘ と記す。
65） dušmanlar。D126; Or. 9660, fol. 122b; Or. 9662, fol. 139b は DVŠMNLAR と綴る。以下，この語
の綴りの異同について注記しない。 
66） bu。D126 は BR と綴るが，Or. 9660, fol. 122b; Or. 9662, fol. 139b の BV による。
67） ġazā qïlġay。D126; Or. 9660, fol. 122b は ġazā を ĠZA と綴る。
68） otun。D126 は ot と記すが，Or. 9660, fol. 122b による。
69） ‘alā al- ḫuṣūṣ。D126 は ‘LY ALḤḌVṢ と綴るが，Or. 9660, fol. 122b; Or. 9662, fol. 139b の ‘LY 
ALḪṢVṢ による。
70） füdädilär。D126 は FVRDYLAR と綴るが，Or. 9662, fol. 140a の FVDADYLAR による。
71） aldursalar。D126 は AVLDVRSHLAR，Or. 9660, fol. 123a は ĀLDVRSYLAR と綴る。
72） otġač (ot-qach) について，Robert Barkley Shaw, A Sketch of the Turki Language as Spoken in Eastern 
Turkistan (Kàshghar and Yarkand), Part 2: Vocabulary, Turki-English, Culcutta, 1880, p. 17 に詳しい説
明がある。 
73） yemäkkä。D126 は YRKH と綴るが，Or. 9660, fol. 123a の YMAK KH による。
74） sanjïp。D126 は SAV YYB と綴るが，Or. 9660, fol. 123b; Or. 9662, fol. 140b の SANJYB による。
























75） munda ham yemäkkä hīč närsä yoq. Bu ṭarīqada üč kečä kündüz hīč närsä bermädilär. Ač zār yattïlar. 
Dušmanlar laškari āb ṭa‘ām yedürlär. Ḫvuš- ḥāllïq qïlašïdurlar. Or. 9660, fol. 123b による補遺。
76） nīmča。D126 は NMČH と綴るが，Or. 9662, fol. 140b の NYMJH による。
77） Šahzādalarnï。Or. 9660, fol. 124a による補遺。
78） Or. 9660, fol. 124a は「これ以上，言葉を記す力はない」（mundïn ziyāda sözlärni fütümäkkä ṭāqat 
yoq），Or. 9662, fol. 141a は「これ以上，記す力は私にはない」（mundïn ziyāda fütürgä ṭāqatïm yoq 
dur）と記す。この文のすぐ後に，Or. 9662, fol. 141a では「完了」（Tamām）と記されている。同じ
く Or. 9660, fol. 124a では，「誰にも聞く力がないとて言葉を簡潔にした。神が正しく最もよく知り給
う。命令により（？）。神の助力により書き終えた。完了した」（İšitmäkkä hīč kišidä quwwat yoq dep 
sözni muḫtaṣar qïldïlar. Wa Allāh a‘lam bi-al-ṣawāb. Bi-ḥukm (?). Kitāb tamām tammat tamām bi-
































79） gudāz oldï。D126 は gudāz を KẔAR と綴るが，Or. 9660, fol. 124a; Or. 9662, fol. 141a の KDAZ
による。
80） ḥātam。D126 は ḪATM と綴るが，Or. 9662, fol. 141b の ḤATM による。



























81） bī-kam-u-kās。D126 は BY KM KAS と綴るが，Or. 9660, fol. 125a では KM の上に u を示す短母
音符号の ḍamma が付されている。ただし，bī-kam-u-kās を bī-kam-u-kāst の訛りとみなした。
82） Meniŋdek rū siyahġa qïl ‘ināyat. Suḫan äylärdä ber fahm u qaṣārat. Or. 9660, fol. 125a; Cf. Or. 
9662, fol. 141b による補遺。
83） čāk etbän。D126 は etbän を AYTYBAN と綴るが，Or. 9660, fol. 125a; Or. 9662, fol. 142a の AYTBAN
による。
84） Tamām oldï se-šanba kün kitābat. Or. 9660, fol. 125a は「完了した。この書くことの全てが」（Tamām 














85） 「人が日付について問うならば　年は千二百三十五であった」の詩句は Or. 9660, fol. 125a; Or. 9662, 
fol. 142a には記されていない。なお，ヒジュラ暦 1235 年は西暦 1819-20 年である。この紀年は次注で
触れるように『タズキラ・イ・ホージャガーン』の著作年ではなく，写本の書写（作成）年であるとみ
なされる。
86） この 1 行分空白の左欄外に「これ以後もマスナヴィー詩がこのように書かれている。まるで別の筆跡
であるかのように」と記されている。この書き込みは D126 写本を作成した書写人（サンクトペテルブ
ルグ大学東洋学部教員 Mulla Khusain Feizkhanov）によってなされたと考えられる（L. V. Dmitrieva, 
S. N. Muratov, Opisanie tyurkskikh rukopisei Instituta vostokovedeniya, vol. 2, Moskva: Glavnaya 
redaktsiya vostochnoi literatury Izdatel’stva “Nauka”, 1975, p. 65 参照）。このマスナヴィー詩 10
行は本ページ（p. 219）の終わり（写本の終わり）まで続く。Or. 9660, fol. 125a-b; Or. 9662, fol. 
142a-143a には，このマスナヴィー詩はなく，別の詩句が記載されている。Or. 9660 写本はその詩句で
終わっており，次葉（fol. 126）からはバスマラとともに別作品のタズキラが書き始められている。Or. 
9662, fol. 143a はその詩句に続けて，「完了した。〔1 行空白〕次のことが隠され述べられないままにな
らないように。すなわち，千二百四十五年，ヤルカンドの数えでヘビ年，神聖なラマダーン月の二十六日，
水曜日に書き終えた」（Tammat tamām. Maḫfī vä nā-madkūr qalmaġay kim ta’rīḫqa miŋ iki yüz qïrq 
beš Yārkand ḥisābïda yïlan yïlï māh-i šarīf Ramāzān (sic) aynïŋ yigirmä altäsi čahār-šanba küni fütüp 
tamām bolġan.）と記す。なお，ヒジュラ暦 1245 年ラマダーン月 26 日は西暦 1830 年 3 月 21 日である。
この年月日は Or. 9662 写本が作成された日とみなされる。他方，Or. 9660 写本の末尾（fol. 184a）に
次のような記載がある。すなわち，「神の援けにより完了した。〔4 行の詩句省略〕千三百十一年，イヌ年，
神聖なラマダーン月の二十日，水曜日に書き終えた」（Tammat tamām bi-‘awn al-malik al-wahhāb. …
Ta’rīḫqa miŋ üč yüz on bir sag yïlï māh-i šarīf Ramaḍānnïŋ yigirmäsi čahār-šanba küni yazïp tamām 
bolġan.）。ヒジュラ暦 1311 年ラマダーン月 20 日は西暦 1894 年 3 月 27 日である。Or. 9660 写本は
fol. 1a-125b の『タズキラ・イ・ホージャガーン』の後に，ホージャ・ジャハーンギール，アルスラー
ン・ハーンなどの関する韻文の作品を載せている（fol. 126a-183b）。それゆえ，写本末尾のヒジュラ
暦 1311 年ラマダーン月 20 日は Or. 9660 写本の書写（作成）日であると判断される。
87） ṣāḥib-i maktūb。Dmitrieva と Muratov の訳語（vladelets rukopis’）による（L. V. Dmitrieva, S. N. 
Muratov, Opisanie tyurkskikh rukopisei Instituta vostokovedeniya, vol. 2, p.64）。
88） Ḥaydar Ḫōja。第 4 代正統カリフのアリーを指していると考えられる。
























書写して写本を作成した人であると考えられる（L. V. Dmitrieva, S. N. Muratov, Opisanie tyurkskikh 
rukopisei Instituta vostokovedeniya, vol. 2, p.65 参照）。
